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長
い
歴
史
の
中
で
輝
か
し
い
成
績
を
残
し

て
い
る
高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
。
こ
れ
ま
で

優
秀
な
選
手
を
数
多
く
輩
出
し
て
き
た
実
績

の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
現
在
、
部
員
は
小
学

生
１１
人
、
中
学
生
８
人
。
安
方
含
総
監
督
ほ

か
３
人
の
指
導
者
の
も
と
、
基
礎

・
基
本
か

ら
実
践
ま
で
、
短
時
間
で
集

中
し
た
練
習
を
積
み
重
ね
て

い
ま
す
。
小
学
３
年
か
ら
剣

道
を
始
め
た
と
い
う
佐
伯
圭

祐
く
ん

（高
森
中
央
小
６
年
）

は

「練
習
は
き
つ
い
と
き
も

あ
り
ま
す
。
で
も
試
合
で
勝

て
た
と
き
の
方
が
う
れ
し
い

の
で
、
中
学
、
高
校
で
も
続

け
て
い
き
た
い
」
と
、
剣
士

ら
し
く
き
ち
ん
と
し
た
姿
勢

で
受
け
答
え
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
「
文
武
両
道
を
モ
ッ

‐・
101

ユ
払
・

＼

、

　

．

ヘ

僣lの

たかも0
A public relotions mogozine

ト
ー
に
、
礼
儀
を
重
ん
じ
、
社
会
に
出
て
も

通
用
す
る
よ
う
な
明
る
い
子
ど
も
を
育
て
た

い
」
と
指
導
者
４
年
目
の
植
田
雄
亮
さ
ん
。

現
在
部
員
大
募
集
中
で
、
防
具
は
先
輩
か
ら

受
け
継
い
だ
も
の
を
使
え
る
と
の
こ
と
。
心

身
共
に
自
分
を
鍛
え
、
強
い
精
神
力
を
身
に

付
け
る
。
あ
な
た
も
高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

で
鮮
や
か
な

一
本
を
決
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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練 習 日/(小学)毎週月・火・木・金

・  (中 学)毎日

練 習 時 間/17:30-19:30

練 習 場 所/高森中学校剣道部道場

対 象 者/中学 3年生まで

月 会 費/2,000円 (2人目半額)

お問い合わせ先/植田雄亮 (■L6211111)

■▲h由中中静中 6■ ′ヽ′ヽ 占紙配合事100%再 牛紙を使
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Ka選五出 I(5翼ξ誓森林資源保護 自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

′

ハ

．
〔扮

ヽ

1・ :

r

ヽ

目■
組
璽題一

議
）

ヽ轟轟ギ

‐藤黎
、tき,|||ヽ

れヽ1・

/`

鮭
諄
」

ヽ
「

:~｀、息

」
Ｅ
魔

L

Ｈ

Ｌ

|1lll口||||lllllI諄



View o The four seosons
9月 ・高森町のア1-

ぴ―ぷる [風鎮祭 ]

二百十日の風を鎮め五穀豊穣を願う…。
250年 もの伝統を持つ風鎮祭。昔から肥後三バカ騒ぎのひとつとして別名「山引き」と呼び
日用雑貨で作った「造り物」が町中を練り歩き祭りを盛り上げます。
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[死 亡 者 ]

石 田 正 光

瀬 井  シ オ

[御 遺 族 ]

石 田 宗 宏

瀬 井  義 幸

谷 川 シズ コ

古 庄  泰 子

佐 藤  朝 子

本 田  結

佐 藤  マ サ

井 上  一 郎

[年齢]

87
94
82
78
69
82
90
71

●
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歳

まヽす。

たいこと
海外で本場のサッカーを
観戦したい。

理想のタイプ
農業が大好きな人。

雄

ヅ

之

子

溜

シ

武

キフ

藤

斐

藤

上

佐

甲

佐

井

野

場

和

村

永

祭

昭

大上色見

_⌒    ●町社会福祉協議会へ (敬称略)

ご寄付 馨1秒処
古庄 泰子

じ

しヽ

朱哉くた
2歳

しヽちゃん、|ザ あちゃん六好き !

つも遊んでくれマあ |,がとう 11

父/宇藤 弘造さん 母 /洋子さん

(色見 西丁)

>今年も町内各地でたくさんの夏祭りが行われまし

た。どの祭りでも楽しそうな子どもたちが印象的で、

きつと思い出に残る楽 しい夏休みになったことで

しょう。 >長かつた夏休みも終わり、これから運動

会や文化祭など行事目白押 しの秋がやつてきます。

スポーツ、芸術、食べ物…さまざまな秋を楽しんで

ください。

Public lnlormotion @

Ｌ
σ人
口

人口/7,517人 (-1)
男性/3,582人 (+4)
女性/3,935人 (-5)
世帯/2,749戸 (+4)

平成 18年 7月 3]日現在

■町の顔 。うちの元気くん 。編集後記など

り

1

16

■知つてお

■今月の丁opic

■高森カレンダー

■新着情報

■栄養士のいただきます 。

■風鎮祭

こちら高森警察署で

■人権 。国民年金だより

■保健師からあなた
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か も り

体目在宅医

朋遊館

高
森
町
の

あ

れこ
ね

1

◎9月のテーマ

蝙月曜日
児童虐待と子どもに与える影響

鰊火曜日
児童虐待の親の抱える問題

綽水曜日
月寸内障について

瘍木曜日
歯科における生活習慣病

鬱金曜日
老眼対策

鍼土・ 日曜 日
性教育シリーズ①

阿蘇郡消防操法大会

第1分団がポンプ車の部優勝

7月 29日 、「阿蘇郡消防操法大会」が産山村グラウ

ンドで開催されました。本町からはポンプ車の部に第 1

分団 (草部社倉・永野原・下切)、 小型ポンプの部に第

2分団 (社倉を除く車部・芹□・菅山)が出場。第 1分

団が見事優勝し、人吉市で開催される県大会出場を決

めました。第 1分団の選手は次のとおりです。指揮者

/都信一、 1番員/大村浩士、 2番員/伊藤靖、3番

員/甲斐泉龍、4番員/芹□正樹、補助員/1藤徳義

手作 りうちわを作成
人権啓発と男女共同参画推進に

7月 10日 、阿蘇人権擁護委員協議会と男女共同

参画推進部会がうちわ250本を作成しました。これ

は、人権啓発と男女共同参画推進に活用 してもら

おうと一つ一つ手作りされたもので、郡内各事業

所にそれぞれ配布。本町には30本が配布され、 8

月 1日 に町人権擁護委員 (松岡典子、山室英子、

本多善忠、馬原清二)が梅香苑や高森寮、高森温

泉館など町内各事業所に配布しました。

阿蘇郡市人権同和教育研究大会

人権同和問題の完全解決を目指し

8月 6日、「第22回阿蘇郡市人権同和教育研究

大会」が町民体育館をメイン会場に町内各地で開催

されました。大会には郡市内各地から約1,700人が

参加。午前中の全体会では、NPO「 人権センター

ながの」の中山英―さんが「暮らしの中の差別から

～差別を克服し人権の確立を～」と題して講演。午

後からは分科会が 6会場で行われ、たくさんの人が

人権同和問題について真剣に考えていました。

10月 8日 立 野 病 院 ■L68-0111

10月 9日 立 野 病 院 ■L68-0111 あ気軽にお電話下さしl

Ol Tokomori.2006.9

彗9月 10日 ～10月 9日 分

◎ 診療は午前9時 から午後5時まで

9月 10日 南郷谷整形外科医院  TEL 62-3351

9月 17日 渡 辺 内 科 ■L67-1777

9月 18日 後 藤 医 院 L67-0019

9月 23日 馬 原 内 科 医 院  ■L62-0646

9月 24日 藤  本: 医1 院  ¬EL 67-0020

10月 1日 平 医 院  TEL 62-0216 健康問題を

24時 間 .

Public lnformotion @
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七夕飾リコンテスト

第 11回湧水 トンネル七夕まつり

で開催した「七夕飾 リコンテスト」

の結果は次のとおりです。

○特選 高森幼稚園

○ ]席 色見保育園

02席 高森東中学校

JA阿蘇高森中央支所

03席 宇土小学校 4年 3組 (宇

土市)

スマイルハート (富合町)

おやど灯里

有効得票数 :1,979票

高森寮 _.‐ もヽ、'C∋

ふれあいフェスタ

雇
用

・
能
力
開
発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー

で
は
、
公
共
職
業
訓
練

「パ
ソ
コ
ン
実
務

会
計
科
阿
蘇
∃
―
ス
」
実
施
に
伴
い
、
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
を
し
た

離
職
者
の
方
々
に
対
し
て
、
再
就
職
に
有

利
に
な
る
よ
う
各
地
域
の
専
門
学
校
等

を
利
用
し
て
職
業
訓
練
を
実
施
し
、
こ

れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る
職
業
に
必

要
な
知
識

・
技
能
を
習
得
で
き
る
よ
う

応
援
を
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
入
学
金
、

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代

１
３
、
０
０
０
円
程
度
の
自
己
負
担
が
必

要
で
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
要
頂

を
こ
確
認
の
上
、
「八
日
―
ワ
ー
ク
阿
蘇
」

○
申
込
資
格

原
則
と
し
て
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
を

有
す
る
離
職
者
の
方

○
募
集
期
間

９
月
１４
日

（木
）
～
９
月
間
日

（木
）

○
訓
練
期
間

――
月
―
日

（水
）
１
月
３１
日

（水
）

○
受
講
料

無
料

（別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
３
、
０
０

０
円
程
度
）

○
訓
練
会
場

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

阿
蘇
校
　
（阿
蘇
市
内
牧
２
５
７
番
地
）

○
お
申
し
込
み
先

八
□
―
ワ
ー
ク
阿
蘇

Ｌ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
８
６
０
９

、
ハ
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

ノ

▼
Ｊ

い セ ま°
ン た
夕 は 全日本高等学校馬術競技大会出場

後藤安希さん (上色見・洗川)

7月 21日から23日にかけて、ノーザンホースパー

ク (北海道)で開催された「第 40回全日本高等学校

馬術競技大会」に、阿蘇清峰高等学校 3年の後藤安希

さん (高森中学校出身)が出場しました。阿蘇清峰高

等学校馬術部の―員として九州地区予選を見事優勝し

た後藤さん、「女子 1人できつかつたけど、全国大会

出場という結果を残せてよかつた」と話していました。

全国高校総体ボクシング競技出場

佐伯朋也さん (高森・村山)

近畿地方で開催された「平成18年度全国高等学

校総合体育大会ボクシング競技」に、城北高等学校

3年の佐伯朋也さん (高森中学校出身)が出場しま

した。ライトフライ級の佐伯さんは、 1回戦、 2回戦

を見事突破。 3回戦で惜しくも敗れたものの、見事

ベスト16に入りました。佐伯さんは「緊張であまり力

を発揮できなかつたが、 3年間ボクシングを続けて

これてよかつた」と話していました。

、
「雇
用

・
能
力
開
発
機
構
熊
本

―
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

お
問
い
合
わ
せ
先

雇
用

・
能
力
開
発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー

■

０

９

６
‐
２

４

２
‐
０

３

９

４

属
〕
年
長
期
固
定
金
利
型
住
宅
□
―

０
●
ン

【フ
ラ
ッ
ト
３５
】

【
フ
ラ
ッ
ト
３５
】
は
、
住
宅
金
融
公
庫

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
民
間
の
住
宅
□
―

ン
で
す
。

保
証
料
、
繰
上
返
済
手
数
料
も
不
要
で
、

建
設
費
の
８
割
ま
で
、
最
高
８
、
０
０
０
万

円
ま
で
の
こ
融
資
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

財
形
貯
蓄
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
フ
ラ
ッ

ト
３５
と
公
庫
財
形
融
資
を
併
せ
て
こ
利
用

い
た
だ
く
と
建
設
費
の
１０
割
融
資
も
可
能

で
す
。

ま
た
、
独
自
の
技
術
基
準
を
定
め
物
件

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
住

宅
の
質
に
も
信
頼
が
も
て
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
お
客
様
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

Ｌ
０
５
７
０
‐
０
８
６
０
‐
３
５

●   ●

●   ●

熊本県障害者技能競技大会 5連覇
瀬田博さん (河原・市野尾)

7月 23日、「熊本県障害者技能競技大会」が熊本

高等技術訓練校で開催され、)東頁田博さんが家具競技

で見事 5連覇を成し遂げました。10月 27日から29日

にかけて香川県で開催される「第29回全国障害者技

能競技大会」に出場する瀬田さん。「昨年は4位の努

力賞だつたので、今年 |よメダル (3位以内)を獲れる

ように頑張りたい」と意気込んでいました。

県中体運総合体育大会柔道競技優勝

後藤美和さん (高森中学校3年)

7月 30日 、東海大三高校体育館で 「熊本県中体

連総合体育大会柔道競技」が行われ、女子個人戦

70kg超級で高森中学校 3年の後藤美不□さんが見事

優勝しました。福岡県で開催される九州大会、高

矢□県で開催される全国大会に出場する後藤さんは

「3年間で初めて優勝でき、先生やコーチも喜ん

でくれてとてもうれしい。高校でも柔道を続けた

い」と話していました。

○日 時

10月 8日 (日 )

午前 10時～午後3時
※雨天開催

○場 所

高森寮

○内 容
・バザー

・ステージでの催し物
・お楽しみ抽選会
・フリーマーケット など

※今年はコロッケの実姉ケロッケが

やってきます。楽しいステージにな

りそうです。

※フリーマーケット出店者及びボラン

テイア募集中

■お問い合わせ先

高森寮 ■L62… 1780
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瑠
Ｑ
モ
コ

一コ
備
の
「
憑
Ω
コ
中
刃
０

颯

鯰
財
鰊

お熊
本
県
で
は
、
新
し
く
お
店
を
出
し
た

い
人
を
対
象
に
、
店
づ
く
り
の
実
践
的

な
ノ
ウ
八
ウ
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
実
地
研
修
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

た
い
へ
ん
役
立
つ
内
容
で
す
。
期
間
は
９

月
３０
日

（土
）
～
１２
月
下
旬
ま
で

（土
日
・

平
日
夜
間
に
開
講
）
で
、
会
場
は
熊
本
市

内
、
受
講
料
は
無
料
、
募
集
期
間
は
９
月

‐５
日

（金
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
商
工
政
策
課

Ｌ
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
１
６

―
ド

・
ク
リ
ー
ン

・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
参
加
者
募
集

熊
本
県
で
は
、
管
理
す
る
道
路
で
清
掃

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
々
に
つ
い
て
、
個
人
や
団
体
を
問
わ

ず

「
□
―
ド

・
ク
リ
ー
ン

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

~¬

店
を
出
し
た
い
人
に
役
立
つ
研

修
を
開
催
し
ま
す
！

し
て
い
ま
す
。

支
援
の
内
容
は
、
こ
み
袋
や
軍
手
な
ど

の
消
耗
品
の
支
給
や
、
ほ
う
き
や
ち
り
と

り
な
ど
の
清
掃
用
具
を
貸
し
出
す
ほ
か
、

活
動
内
容
を
広
く
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
看

板
の
設
置
や
、
活
動
中
の
事
故
の
た
め
の

傷
害
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。

申
込
方
法
は
、
申
込
書
類
に
必
要
な
事

項
を
こ
記
入
い
た
だ
き
、
活
動
場
所
を
あ

ら
わ
す
地
図
な
ど
を
添
え
て
、
阿
蘇
地
域

振
興
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

魃
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
道
路
保
全
課

Ｌ
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

く
ま
も
と
県
民
木
材
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り

木
材
の
ぬ
く
も
り
や
優
し
さ
に
触
れ
て

木
材
の
良
さ
を
実
感
し
、
県
産
木
材
利
用

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
「く
ま
も
と
県
民
木
材
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
」
が
９
月
２３
日
か
ら
解
日
ま
で
、

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

木
材
関
係
団
体
な
ど
の
展
示
、
住
宅
に

関
す
る
相
談
会
や
、
木
工
教
室
、
竹
細
工

教
室
、
木
製
遊
具
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
こ
家

族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

麒
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
林
業
振
興
課
県
産
材
利
用
推
進
室

■

０

９

６

‐
３

３

３

‐
２

４

４

８

町
県
民
税
第
２
期
の
納
期
限
は
１０
月
２
日

（月
）
で
す
／
高
森
町
役
場
税
務
課

国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
の
納
期
限
は
１０
月
２
日

（月
）
で
す
／
高
森
町
役
場
税
務
課

て
、
積
極
的
に
お
取
り
組
み
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

″“＝華否員の採用選考

●   ●

●   ●

梅香苑納涼夏祭 り会

笑顔あふれた真夏の一日

8月 9日、特別養護老人木一ムで 「第 23回梅香

苑納涼夏祭り会」が開催されました。これは地域と

の交流行事の一環として、親睦と相互理解を深め

てもらうために毎年行つているもので、職員が焼

きそばや綿菓子、かき氷などを出店。ステージでは、

風鎮太鼓やロアリングサウンズの演奏、梅香苑ソー

ラン隊の踊 り披露などが行われ、入苑者やその家

族は大満足の一日を過こした様子でした。

標高 700薇万納涼祭
帰省客などでにぎわう

8月 12日 、野尻総合センターで「第8回標高700薇死

納涼祭」が開催されました。これは、お盆に帰省され

た方に合わせ毎年行われているもので、カレーライス

や焼き鳥、かき氷などたくさんの出店が立ち並び、ス

テージでは、舞踊やビンゴゲームカラオケ大会など

趣向を凝らした催しでたいへん盛り上がりました。地

元の方が企画・参加した祭りは活気で溢れていまし

た。

阿蘇都市少年柔道大会

南阿蘇少年柔道クラブ大活躍

8月 6日、小国中学校体育館で「平成18年度阿

蘇郡市少年柔道大会」が開催されました。結果は

次のとおりです。幼児の部優勝/山村慎、同 2位

/荒牧優斗、 1年男子の部優勝/桐原航太、 2年

女子の部優勝/荒牧美咲、同 3位/三森沙恵、 3

年男子の部 3位/下田和史、 4年男子の部優勝/
本田龍生、 5年男子の部優勝/興椙隼潤、同 3位

/津留恒星、 6年男子の部 2位 /本田雄大、 6年

女子の部 3位/三森結衣

お祭り広場

子どもからお年寄りまで楽しいひととき

8月 5日 、奥阿蘇キャンプ場広場で「第18回お祭

り広場」が開催されました。これは、草部公民館 (甲

斐農武忠会長)が地域活性化を目的に毎年開催し

ているもので、流しソーメンやかき氷、草部の特産品

「えつちゃん団子」などの出店のほか、車部吉見神社

神楽や河内鳴滝太鼓なども行われ、奥阿蘇キャンプ

場客も含めた参力D者は、楽しいひとときを過こした様

子でした。

わ
が
国
の
憲
法
は
、
職
業
選
択
の
自
由

を
基
本
人
権
の

一
つ
と
し
て
、
す
べ
て
の

国
民
に
保
障
し
て
い
ま
す
。

従
業
員
の
採
用
に
当
た

っ
て
、
本
籍
、

出
身
地
、
家
族
の
職
業
、
資
産
、
思
想

・

信
条
等
を
聞
い
た
り
書
か
せ
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
、
応
募
者
の
適
性
と
能
力
に
基

づ
か
な
い
、
誤
っ
た
採
用
選
考
を
行
わ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
戸
籍
謄

（抄
）
本
の
提
出
及
び

身
元
調
査
は
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
行
わ
な
い
よ
う
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
に
当
た

っ

て
、
企
業
等
が
求
め
る
応
募
書
類
に
つ
い

て
は
、
中
学
卒
は

「職
業
相
談
票

（乙
）」
、

高
校
卒
は

「全
国
高
等
学
校
統

一
応
募
書

類
」
を
使
用
し
、
大
学
卒
等
は

「大
卒
用

応
募
社
用
紙
の
参
考
例
」
の
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

新
規
学
校
卒
業
者
以
外
の
、　
一
般
の
採

用
選
考
に
お
い
て
は
「日
本
工
業
規
格

（Ｊ

Ｉ
Ｓ
）
履
歴
書
」
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

適
正

・
公
平
な
採
用
選
考
を
実
施
し
、

就
職
差
別
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
、
県

民
す
べ
て
の
課
題
で
す
。

各
機
関
、
団
体
、
企
業
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
適
正
な
採
用
選
考
の
実
施
に
つ
い

響
―

Ｉ
Ｊ

喘
円
蘇
地
区
労
働
相
談
会

労
働
者
、
労
務
担
当
者
、
事
業
主
ど
な

た
の
相
談
に
も
、
労
働
問
題
全
般
に
関
す

る
こ
相
談
に
熊
本
労
働
局
職
員
が
対
応
し

ま
す
。

○
日
　
時

９
月
２
日

（金
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所

阿
蘇
市

一
の
宮
町
宮
地
２
３
１
８

‐
３

八
□
―
ワ
ー
ク
阿
蘇
２
階
会
議
室

（旧
阿
蘇
労
働
基
準
監
督
署
）

な
お
、
当
日
を
含
め
、
電
話
相
談
は
左

記
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
常
時
行

っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

・
熊
本
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

■

０

９

６

‐
２

１

１

‐
１

７

０

１

・
菊
池
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

Ｌ
０
９
６
８
‥
２
５
‥
３
１
３
６

●
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

Ｌ
０
９
６
‐
３
５
５
‥
３
１
８
１

♂
　

ヽ

／
≪
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牛翌強卓に!

●栄養士のい1に:だき
・
　

■

毎日暑い夏が続いて食欲がなく

なつたとき、栄養剤やドリンク剤

などをがぶ飲みして済ませてしま

うことがありませんか。実は、ずつ

と身近なところに、ドリンク剤よ

りも栄養満点の飲み物がありま

勉
強
の

嫌
い

な
孫
達
夏
休
み

す。それは、どこの家庭の冷蔵庫

にもある「牛乳」です。次の成分

を多く含んでいます。●筋肉や毛

髪を作るたんぱく質、②骨や歯を

作り、精神を落ち着かせるカルシ

ウム、0エネルギーとなる脂肪な

ど。体にいいから毎日牛乳
―
,'

(_

いわれても、一日に飲む量|ま しれ

ています。それでも、牛乳を含め

た乳製品を料理の中に取り入れれ

ば、案外食べられます。牛乳嫌い

の人にもおすすめです。

○材料 (4人分)

じめじ 1パ ック、ほうれん草 1/3東、スキム

ミルク大さじ 6、 水 300祀、固形スープの素

1個、塩・こしよう適宜

○作り方

①じめじは石づきを除き、小房に分ける。ほ

うれん草はさつと蒟で、3センチ長さに切る。

②スキムミルクを分量の水で溶かし、スキム

ミルク液を作つておく。

③鍋に②と固形スープの素、しめじを入れ火

にかける。

④最後にほうれん草を加え、塩・こしょうで

味を調えてできあがり。

一
■

‐

ゝ

圏′ぶ

目
日
麗
ド

貪
囲皿

醐翻
≧

●

暑i調圏ラi

開
圏
国
囲
塞

園
鱚
隠
圏
園
園
脇
ぷ
固

財
剛駒

田 日

●

歌

試

み

魃
肥
後
狂
句
（阿蘇御神大会）

開
け
て
見
な
　
サ
ン
タ
さ
ん
だ
け
知

っ
と
ら
す

そ
う
だ
ろ
う
　
半
年
ィ
な
る
里
帰
り

筋
金
入
り
　
意
地
で
復
党
す
る
も
ん
か

逃
げ
腰
　
ま
だ
殉
職
は
し
と
う
魚

ァ

開
け
て
見
な
　
舶
来
品
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど

ポ
タ
ポ
タ
　
蛇
口
替
え
た
が
よ
か
ご
た
る

主
客
転
例
　
自
己
紹
介
に
な
る
祝
辞

筋
金
入
り
　
世
界
見
て
き
た
登
山
靴

開
け
て
見
な
　
爺
ィ
さ
ん
に
な

っ
て
い
い
な
ら

開
け
て
見
な
　
眠
り
こ
け
と
る
籠
れ
ん
ぼ

ポ
タ
ポ
タ
　
汗
は
土
像
の
貯
金
箱

開
け
て
見
な
　
こ
れ
か
ら
君
と
暮
ら
す
部
屋

ポ
タ
ポ
タ
　
乱
取
り
の
汗

つ
ん
ぶ
る
い

Ｌ

卜
，
　

　

　

　

　

■

′

り

　

　

生

一
人
居
て

一
人
の
言
葉
墓
洗
ふ

過
ぎ
し
日
を
思

い
出
し
つ
ヽ
し
そ
を
つ
む

暑
に
耐
え
る
運
命
の
球
児
讃
え
つ
ヽ

変
り
ゆ
く
雲
の
流
れ
を
見
て
端
居

蝉
し
ぐ
れ
満
身
に
受
け
峡
の
タ

■

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

佐
楢
見
乱
坊

島
原
　
馬
笑

口
上
黙
公
子

桐
原
　
白
酔

上
井
加
根
女

後
藤
　
愛
子

日
本
　
琴
司

林
　
　
不
恙

森
川
そ
よ
子

後
藤
　
信
子

渡
辺
　
雲
海

松
山
キ
ヨ
子

浦
塚
　
南
天

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
ず
枝

甲
斐
し
ず
子

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

野
尻
　
美
震
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´
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住
民
健
診
の
結
果
は
、
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う

ス
リ
ン
分
泌
状
況
検
査
）

・
微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
検
査

○
実
施
人
数

４０
名

（先
着
順
）

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

す
。こ

の
イ
ン
ス
リ
ン
が
適
量
分
泌
さ
れ
、
き
ち
ん

と
働
け
ば
、
中
性
脂
肪
が
高
く
な

っ
た
り
、
血
糖

が
高
く
な

っ
た
り
せ
ず
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
で

き
る
の
で
す
。

あ
な
た
の
イ
ン
ス
リ
ン
は
大
丈
夫
で
す
か
？

今
回
の
生
活
習
慣
病
予
防
精
密
検
査
で
は
こ
の

イ
ン
ス
リ
ン
の
量
を
測
り
、
き
ち
ん
と
働
い
て
い

る
か
わ
か
る
の
で
す
。

か

。
健
診
結
果
の
見
方
の
ポ
イ
ン
ト

・

「異
常
な
し
」

「要
注
意
」
な
ど
の
判
定
で
は

な
く
、
数
値
そ
の
も
の
を
正
常
値
と
見
比
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

。
今
ま
で
の
結
果
と
見
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

正
常
値
の
範
囲
内
で
も
、
過
去
の
結
果
と
見
比

べ
、
だ
ん
だ
ん
数
値
が
高
く
な

っ
て
き
て
い
た

り
す
る
と
注
意
が
必
要
で
す
。

さ
て
、
こ
の
住
民
健
診
の
二
次
健
診
と
し
て
、

「
生
活
習
慣
病
予
防
精
密
検
査
」
を
実
施
し
ま

す
。

○
対
象
者

・
６４
歳
以
下

（平
成
１８
年
度
の
住
民
健
診
ま
た

は
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
か
ら
）

・
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ
ｃ
　
６

・
５
％
未
満

・
有
所
見

（
正
常
値
範
囲
外
の
検
査
項
目
）

が
３
個
以
上
あ
る
方
、
ま
た
は
有
所
見
が

―
、
２
個
で
も
Ｂ
Ｍ
１
２５
以
上
の
方

・
右
記
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
。

○
検
査
項
目

・
血
糖
検
査

（７５
グ
ラ
ム
糖
負
荷
検
査
、
イ
ン

こ
の
検
査
で
測
る

「イ
ン
ス
リ
ン
」
が
重
要
で

す
。
イ
ン
ス
リ
ン
は
、
す
い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る

ホ
ル
モ
ン
で
、
糖
や
脂
の
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
働
き
は
体
の
中
で
唯

一
イ
ン
ス
リ
ン
し
か
で

き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
イ
ン
ス
リ
ン
は
死
ぬ
ま
で
分

泌
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
●
糖
尿
病
の

遺
伝
が
あ
る
、
０
す
い
臓
の
老
化
、
０
肥
満

（今

太

っ
て
い
な
く
て
太

っ
て
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と

も
含
む
）
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
量
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
出
な
く
な
り
ま
す
。

逆
に
イ
ン
ス
リ
ン
が
必
要
以
上
に
多
く
出
す
ぎ

て
し
ま
う
と
い
う
現
象
も
起
こ
り
ま
す
。
そ
う
な

る
と
無
駄
に
使
う
こ
と
に
な
り
、
将
来
的
に
は
出

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
っ
た
ん

出
な
く
な

っ
た
イ
ン
ス
リ
ン
は
も
う
三
度
と
体
の

中
で
作
れ
ま
せ
ん
。
あ
と
は
注
射
な
ど
で
イ
ン
ス

リ
ン
を
体
内
に
入
れ
て
あ
げ
る
し
か
な
い
の
で

亭
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

Ｌ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

●
Ｆ
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じ
ゅ
う
み
ん
せ
い
か

つ
か
　
　
ど
う
わ
た

い
さ
く
が
か
り

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

た
か
も
り
ま
ち
れ
ん
こ
・つ

ふ

◎
高
森
町
連
合
婦

じんけん

インタビューロI

国民年金基金は、国民年金 (老齢基

礎年金)に上積みする公的な年金制度

です。

自分自身の老後に備えて年金を増や

しませんか。国民年金基金の加入者は

毎年増えています。

①公的な年金ですから、安心して加入

できます。

② 20歳以上 60歳未満で国民年金の

保険料を納めている第 1号被保険

者ならどなたでも加入できます。

(農業者年金に加入している方は加

入できません)

③加入は希望するときいつからでも加

入できます。掛金額は、性別、力□入

するときの年齢、力□入する型により

※加入年齢が低いほど、少ない掛金

で大きな年金が約束されます。

④掛金の支払いは60歳まで、年金の

受け取り|よ 65歳から。 (Ⅲ 型は 60

歳から)

⑤加入する型には、終身年金A型・B
型と確定年金 I・ Ⅱ・Ⅲ型の 5種類

があります。この中から、こ自分で

自由に設計できます。

⑥掛金限度額は、月額 68,000円以内

であれば何□でも加入できます。

⑦納めた掛金は、確実に自分の年金に

なります。

③掛金は、金額社会保険料控除の対象

となり、公的年金等控除が適用され

所得税、住民税等の節税効果があり

ます。

さ

た
け

佐
竹
　
イ

大
会
長

マ
さ
ん

婦
人
会
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

地
域
婦
人
会
と
い
う
名
の
と
お
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活

ど

う

　

　

て

ん

か

い
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

く

ひ

ょ
う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

か

　

　

　

　

０

た

動
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
明
る
く
豊
か

ま
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
ざ
　
　
　
　
　
　
か
い
い
ん
い
ち
ど
う
が
ん

ば

な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
会
員

一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

例
）
青
少
年
の
健
全
育
成
、
環
境
問
題
、
少
子
化
問
題
　
な
ど

婦
人
会
活
動
を
通
じ
て
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

地
域
婦
人
会
の
活
動
に
は
歴
史
が
あ
り
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

か
つ
ど
う
　
　
が
ん

そ
　
　
　
じ
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
い
ん
ぞ
う

ア
活
動
の
元
祖
と
自
負
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
増
で
き
な
い

の
が
悩
み
で
す
。
無
理
し
な
い
肩
の
力
を
抜
い
た
活
動
で
す

の
で
、
町
内
の
女
性
の
方
々
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
権
問
題
で
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

人
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
傍
観
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
　
　
　
　
じ
ん
け
ん
　
　
そ
ん
ち

ょ
う

　

　

　

こ
　

こ

　

　

み
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
個
々
を
認
め

あ
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

は
ん
　
　
　
　
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
　
　

　

　

　

　

　

　

き

か

い

合
う
こ
と
が
基
本
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
会
と
し
て
も
機
会

じ
ん
け
ん
も
ん
だ
い
　
　
が
く
し
ゅ
う
　
ふ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
‐

‐

あ
る
こ
と
に
人
権
問
題
の
学
習
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
で
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
？

環
境
、
物
も
大
切
で
す
が
根
本
は
人
の
心
と
思
い
ま
す
。

く
ま
も
と
　
こ
ころ
　
た
す
　
　
あ
　
　
　
　
はげ
　
　
　
　
あ
　　
　
　
こころぎしたか　
　
　
　
　
　
　
　
こと

（熊
本
の
心
）
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
志
高
く
は
よ
い
言

は
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ　　　
　　
　　
だん
じょきょうどう
さん
かく
しゃ
かい

葉
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
男
女
共
同
参
画
社
会

か
ん
ぜ
ん
じ

つ
げ
ん

　

　

む
　
　
　
　
　
　
　
ど

り

ょ
く
　
ひ

つ
よ
う

の
完
全
実
現
に
向
け
て
の
努
力
が
必
要
で
し
よ
う
。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
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●
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危険物取2第

○試験の種類

甲種 全種類の危険物

乙種 第 1類～第 6類

丙種 ガソリン、灯油、軽

油、クレオソー ト油、

ギアー油、シリンダー

油及び動植物油

○試験の日時及び場所

・日 時

平成 18年 11月 19日 (日 )

・場 所

熊本市、八代市、玉名市、

天草市

○受験願書の受付期間

9月 21日 (木)～ 9月 28日

(木 )

○受験願書の受付場所

財団法人消防試験研究セン

ター熊本県支部

〒
:862-0976

熊本市九品寺 1-11-4熊本県

教育会館内
‐
「巨L096-364-5005

FA×096-372-2973

0受験願書の請求先

消防試験研究センター熊本

県支部

最寄りの消防本部 (消防署)

お問い合わせ先

阿蘇広域消防本部南部分署

■L0967‐ 62-9034

秋の全国交通安全
運動の実施

この運動は、広く県民に交通

安全思想の普及・浸透を図り、

交通ルールの遵守と正しい交通

マナーの実践を習慣付けるとと

もに、県民自身による道路交通

環境の改善に向けた取り組みを

推進することにより、交通事故

防止の徹底を図ることを目的と

しています。

○期 間

9月 21日 (木)～ 9月 30日

(土)までの 10日 間

○統―ス回―ガン

高齢者 あなたのマナーで防

ぐ事故

○運動重点等及び推進項目

・運動の基本
「高齢者等交通弱者の交通

事故防止」
・運動重点

「夕暮れ時と夜間の歩行中・

自転車乗用中の交通事故防

止」 (特 に、子どもと高齢

者を中心として)

「後部座席を含むシー トベ

ル トとチャイル ドシー トの

正しい着用の徹底」
「反射材の活用と前照灯早

め点灯の推進」

お問い合わせ先

高森警察署

TEL0 9 6 7-62-0110

消費税及び地m)肖

費税の期限内納付

納税は社会の基本的なルール

です。

特に、消費税及び地方消費税

は、消費者からの「預り金的な

性格」を有する税金ですから、

日ころから、納付のための資金

の備蓄に努め、期限内に確実に

納付してください。

個人事業者の方の納付につい

ては、こ指定の金融機関の預貯

金□座から自動的に引き落とし

となる、振替納税がたいへん便

利です。

なお、期限内に納付がない場

合には、本税のほか、完納の日

までの延滞税も併せて納付しな

ければなりませんのでこ注意く

ださい。

納税についてお分かりになら

ないことがありましたら、阿蘇

税務署や税務相談室にお気軽に

お尋ねください。

お問い合わせ先

阿蘇税務署

TEL0 9 6 7-22¨ 0551
税務相談室

TEL0 9 6 7-22¨ 0559
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